
 
 
 

＝「活きいきシニア福祉」の会＝ 

 

               超高齢社会の現実に、一人でも多くの皆さんに携わって 

                  頂きたい！と呼びかけるための発表会参加でした。 

 

 

 

 

福祉 G 発表前の休憩タイムで“百歳万歳体操”を、生田さんはじめ、２３期の 

米倉さん・和貝さんにご協力頂きました。 

                       

 

 

 

＝発表については、生田・佐藤で分担して進めました。＝ 
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（佐 藤）＝所沢市の統計に触れながら＝ 
第１回のサークル発表に参加した経緯は、超 
高齢社会の主人公の高齢者が、自助はもとよ

り、相互扶助の在り方（互助・近助・共助） 
に、どう向き合って、実践参加をすべきか。 
行政サイドから各種のパンフやガイドブッ

クが出ているが、実現に向けての具体的なア

クションプランが見えない。人手が無い・・ 

（生田）＝地域包括ケアシステムについて＝  
厚生労働省発、今後更に増え続ける高齢者の

医療・介護の問題をはじめ、地域福祉の在り

方について、その仕組みを説明。 
＝要介護認定のプロセスについて＝ 

介護度の認定にあたっては、地域包括支援セ

ンターをはじめ医師やケアーマネジャー等

で多数のチェック項目により介護度を認定。 
 


